
＜日本史探究⑩＞弥生時代‘④ 教印［： PI5^ P. 17
回弥生配t‘の墓制
直麟くの共同墓地← (27 ）［←輝柄囲を伸ばして駈］
→五請国習精直瓢•叡；、名槍墓にコな磁｀翫坤。

®地域1這疇
劫lIl北部：土思でつぐ畑（泥 ）の上に（匁 巧

®：~本を円~::(l)骨を土器1-:つ函］ 一息の日ノ 王詞8

：→宝烹池 (OO）［←盛リエゃ二を三恥罰
（田．）展 (33.) 33．汐．

山陰地方ぉ富直ほ ) 0o] 》虞• 

(35. ）こを忠して忌．I

直注時代九州北音で見芦．大型の土蓉I~死者を納め平？＼
(2)地上に大きな平石在のせる九小1収嘩Fの墓は？ ( )( ) 

I(3)芦碑這畿に譴した方形峰止疇JIこ＇きめぐら囀只
(4)弥生後期、岡山届で見られた大型の噴丘墓は？ ( ) 

回弥生釦知遣跡（御吋疇）
( (36. )遣踪：責和扁弘前市で発見された弥生時代前期の水田躊
(37 )遣踪；青森且南津軽地方で発された弥注特伶嘲吋＜田武

（お． ）遣踪ぼ． ）印遣躍。弥生特代後鞘の水田踪疇渕猟

(4o. )遵踪 (41. )がすで 1-c行われていたことがね‘った岡山市(f)
邊踏

t 1) 晒年静疇で泥見芍魚弥生特代後期の邊踪1必？（ ）直芦→
(2)弥生時代‘．田植え1本外茸れでなガつだ 0ガX力‘? ( ) 
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